
最上町の新鮮な野菜を板橋区の子ども食堂にお届け

　
関
東
圏
も
が
み
友
の
会
（
※
）
の
皆
様

よ
り
、
最
上
町
の
美
味
し
い
野
菜
を
東
京

都
板
橋
区
の
子
ど
も
食
堂
に
届
け
て
欲
し

い
と
い
う
依
頼
を
受
け
、
今
年
は
前
森
地

区
の
「
高
原
の
茶
屋
」
の
皆
さ
ん
に
野
菜

の
提
供
に
つ
い
て
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し

た
。
今
回
も
、
同
会
の
義
援
金
を
活
用
し
、

子
ど
も
食
堂
９
か
所
に
延
べ
２
４
回
に
渡

り
、
採
れ
た
て
夏
野
菜
の
詰
め
合
わ
せ
を

お
届
け
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

約
20
年
前
に
前
森
地
区
で
発
足
し
た

「
高
原
の
茶
屋
」
は
、
現
在
５
名
の
会
員

が
共
同
で
楽
し
く
農
業
に
取
り
組
ま
れ
て

い
ま
す
。
四
季
折
々
の
採
れ
た
て
野
菜
は
、

町
内
の
産
直
の
ほ
か
、
東
京
都
内
で
地
方

自
治
体
の
特
産
品
を
取
り
扱
う
ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ
プ
に
出
荷
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

最
上
町
の
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
と
し

て
も
大
変
喜
ば
れ
て
お
り
、
採
れ
た
て
野

菜
の
リ
ピ
ー
タ
ー
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
。

　
板
橋
区
の
子
ど
も
食
堂
か
ら
は
、「
新

鮮
で
お
い
し
い
野
菜
を
沢
山
届
け
て
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。」「
カ

ラ
フ
ル
で
綺
麗
な
お
野
菜
で
、
子
供
達
も

喜
ん
で
沢
山
食
べ
て
く
れ
ま
し
た
。」
な

ど
、
感
謝
の
声
が
沢
山
届
い
て
い
ま
す
。

　
高
原
の
茶
屋
の
皆
さ
ん
は
「
今
年
は
異

常
気
象
で
大
変
な
時
も
あ
っ
た
が
、
子
ど

も
た
ち
に
喜
ん
で
も
ら
え
て
嬉
し
か
っ

た
。」
と
話
さ
れ
て
お
り
、
食
を
通
じ
た

交
流
が
深
ま
り
ま
し
た
。
調
整
や
発
送
作

業
で
ご
協
力
い
た
だ
い
た
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

ア
ル
カ
デ
ィ
ア
も
が
み
」
と
「
も
が
み
ま

ち
物
産
協
会
」
の
皆
様
、
大
変
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　高原の茶屋の皆さん（上段左から大場良子さん、樋口ハマ子さん、
佐藤かよ子さん、大場美佐子さん、下段の堀野拓美さん）

（※）「関東圏もがみ友の会」は関東在住の最上町出身者等で組織され、ふるさとである最上町の応援や魅力ＰＲに
取り組む団体です。友の会では随時会員を募集しておりますので、東京近郊にお住いのご子息やご親戚、ご友人に
ご紹介いただければ幸いです。なお、年会費は１，０００円となっています。

【子ども食堂支援に関すること】　　　　総務企画課まちづくり推進室　４３－２２６１

【関東圏もがみ友の会に関すること】　　商工観光課観光振興室　　　　４３－２２６２

３地区で 地域食堂を開催
　７月末から８月にか
けて、大堀・向町・富
沢の各地域で地域食堂
が開催されました。

●ままけぇ大堀食堂

●わくわくキッズルーム

●モグモグ食堂

　大堀地区では 7月 31日に大堀地区コミュニティ推進会議主催の「ままけぇ大堀食堂」が開催されました。子ども大人合
わせて７８名が参加し、「食育」をテーマに畑での収穫体験、アスパラ農家の見学などが行われ、昼食は地域の野菜をふん
だんに使ったカレーがふるまわれました。

　向町地区ではＮＰＯ法人アルカディアもがみが主催した「わくわくキッズルーム」が６日間の日程で開催され、延べ１
５０名の子ども達が参加しました。そのうち３日間はこども食堂が開催され、ボランティアの方々による昼食提供があり
ました。（※）本活動には、関東圏もがみ友の会の義援金が活用されています。

　富沢地区では 8 月 4 日に富沢地域間連携推進協議会主催の「モグモグ食堂」が開催されました。子ども大人合わせて３
０名が参加し、当日は「松葉会」の皆さんによる料理教室やスカットボールの体験活動も行われました。

　今回開催された地域食堂は、子どもたちに野菜の収穫や調理等の体験を通して、食への関心を深めてもらう
とともに、最上町の豊かな食文化を学ぶことを目的に開催されました。地域の方々や NPO 法人の皆さんのア
イディアが沢山詰まった本事業は、地区ごとに特色ある内容となっており、子どもと大人の多世代交流や地域
の絆づくりという点でも貴重な機会となりました。

ひろみ
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